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5月11日㈭臨時議会に
おいて正副議長選挙等
が行われ、議会構成が
決まりました。
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少子高齢化、若者の政治離れが叫
ばれる中、箕輪町議会は平均年齢
57.5 歳という新体制でスタートし
ました。時代は速いテンポで進ん
でおります。町民との対話を大切
にした開かれた議会、そして町民
の皆様に期待される議会として十
分役割が果たせるよう全力を投じ
て参ります。何卒よろしくお願い
申し上げます。

箕輪町議会副議長に就任しました。
町議会において、女性として初め
て副議長に選任され責任の重さを
痛感しています。議長の代理をす
る職であることを念頭におきなが
らも、荻原議長の驥

き
尾
び

に付し、議
会が公正かつ円満に運営され、さ
らなる議会の活性化と町の発展の
ため全力を尽くし、新しい議会を
目指し頑張ります。

議会のしくみ

知ってる？
　町議会では本会議における最終的な判断を
下す前に、きめ細かに案件を調査する機関と
して、政策分野別の審議、予算や決算に特化
した審議、特別なテーマを審議するために、
委員会制度が設けられています。

各部門に属する町の事務に関する調査や、議案・陳情等
の審査を行います。町議会には、2 つの常任委員会があり、
議長以外の議員はそのどちらかに所属します。

議会の開催日程の調整など、
議会の円滑な運営のための協
議を行います。

開かれた議会をめざし、町民の皆さまとの
意見交換会、中学生模擬議会、議会アンケー
トなどを実施しています。

議会だよりの編集・発行や、箕輪町の
ホームページ等にて議会に関わる情
報を、町民の皆さんにお伝えします。

総務、企画振興、税務、農林、商工観光、建設、上下水道、
選挙、消防などに関する事項、ほかの常任委員会の所管
に属さない事項を審査します。

住民環境、福祉、子育て、健康推進、学校教育、文化スポー
ツ、保健、衛生などに関する事項を審査します。

常任委員会

議会運営委員会 議会活動活性化委員会

議会広報特別委員会

総務産業
常任委員会

福祉文教
常任委員会

福 運活

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

みのわ　ぎかい
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監

議席番号２番　小出嶋　文雄　議員　

議席番号４番　平出　広志　議員　

議席番号６番　中村　政義　議員　

議席番号８番　上田　学　議員　

議席番号10番　金澤　幸宣　議員　

議席番号12番　中野　友美　議員　

議席番号14番　寺平　秀行　議員　

議席番号３番　南　朋子　議員　

議席番号５番　小口　智世　議員　

議席番号７番　中澤　清明　議員　

議席番号９番　北野めぐみ　議員　

議席番号11番　白鳥　真吾　議員　

議席番号13番　岡田建二朗　議員　

議員の紹介と所属委員会

元気な地域づくりから、住む
人にやさしい町、元気な町づ
くりをめざします。

ひとり一人が光輝く未来を描
き、幸せな箕輪町づくりに挑
戦します。

初心を忘れず、子どもから高
齢者まで安心して暮らせるま
ちづくりに取り組む。

私は箕輪町議会議員の一員と
して、地域社会にとって真の
価値を追求します。

決心すれば 風向きが変わる。
その時、新たな知恵が湧き協
力者も現れる。

‘仕方ない’であきらめない
政治。皆さまの味方で、身近
な議員でいます。

新時代到来、誰ひとり取り残
さない「全世代型支援」に取
り組みます。

箕輪のたからを守る。自然環
境と素晴らしい景観を未来の
子どもたちに残す。

「ありのまま」が認められる
町を目指して、皆さまの声を
町政に反映させます。

箕輪の未来に向けて「誠実、
迅速」をモットーに全力で議
員活動いたします。

小さな声を笑顔に変えて、み
んなが輝く箕輪町のためにが
んばります !

皆様の声を届け、住民が主人
公のまちづくりに取り組んで
まいります。

町民の皆様の切実な要望やご
意見を町政に反映できるよう
努めてまいります。

　　　　わたしの抱負

北小河内区

北小河内区

松島区

松島区

松島区

木下区
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富田区
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総務産業常任委員会
福祉文教常任委員会
議会運営委員会
議会活動活性化委員会
議会広報特別委員会

委員長
副委員長

監査委員

よろしくお願いします

監
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可決された意見書

・「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める意見書
・「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を求める意見書
・介護保険制度の改善を求める意見書
・健康保険法等改正法の見直しを求める意見書

補正
予算

補正
予算

補正
予算

補正
予算

条例
改正

請負
契約

負担増の影響が大きい低所得世帯に対
し、１世帯あたり３万円の現金を給付

伊那松島駅と「もみじ湖」を結ぶシャト
ルバスの運行

ながた荘の利用時間と宿泊利用料金
等の一部を改正するもの

いちごハウスのトイレ改修工事に対
する一部補助

プレミアム付き応援券販売事業を実施

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

もみじ湖２次交通運営業務
委託料

箕輪町みのわ温泉ながた荘
条例の一部改正

令和5年度　若草園増築改
修・三日町保育園増築工事

病児・病後児保育施設
整備費補助金

プレミアム付き応援券
販売・換金業務委託料

5,7005,700万円万円

243243万円万円 契約金額  契約金額  5,9955,995万円万円

132132万円万円

契約者　箕輪建設工業株式会社

4,2504,250万円万円

6月定例会で
こんなことが決まりました

6月5日から6月19日までの会期で開催されまし
た。 一般質問には、13人の議員が登壇し町政
運営を質

ただ
したほか、補正予算、条例制定など15

議案を原案どおり可決しました。

決定!

　 　　　　    　  賛否が分かれた審議

　　　意見書の提出

みんなの声陳情

意見

議長は原則として採決に加わらない。　○→賛成　×→反対
詳細に関しては箕輪町議会ホームページで、後日議事録を閲覧することができます。

提案の趣旨
　　提出者

入
杉
百
合
子

小
出
嶋
文
雄

南
　
　
朋
子

平
出
　
広
志

小
口
　
智
世

中
村
　
政
義

中
澤
　
清
明

上
田
　
　
学

北
野
め
ぐ
み

金
澤
　
幸
宣

白
鳥
　
真
吾

中
野
　
友
美

岡
田
建
二
朗

寺
平
　
秀
行

荻
原
　
省
三

結
果

国に対し、適格請求書等保存
方式（インボイス制度）の延
期・見直しを求める陳情書

インボイス制度を考えるフリーランスの会

代表　阿部　伸 ○ × ○ × ○ × × × 欠
席× ○ × ○ × －

不
採
択

【×側の意見】なし

【◯側の意見】
・すべての事業者に一律に消費税を課すのは、弱い
者いじめの制度。例えば400万円以下はこのまま免
税事業者にするなど再考の余地がある。
・現在の免税点制度は起業のハードルを下げている。
産業の活性化や、男女共同参画推進の妨げにもつな
がる。

・制度の内容について周知が不十分であり、多く
の混乱を招くことが想定される。
・「免税点制度により益税が生まれている」という
誤解があるが、司法も行政も「消費税は売り上げの
一部であり預り金ではない」という認識。個人事業
主や零細事業者を狙い撃ちにした増税に他ならな
い。離農が進み、農業応援団計画への影響が必至。

消費税インボイス（適格請求
書等保存方式）制度の実施延
期を求める陳情書

上伊那民主商工会

会長　鈴木　正巳
「国に対し、適格請求書等保存方式（インボイス制度）の延期・見直
しを求める陳情書」の不採択に伴う、みなし不採択。

不
採
択

見本

見本
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令和５年度一般会計補正予算（第２号）

風しん抗体検査・接種の対象人数は。

昭和37年から昭和54年に生まれた方が対象で、
多少の変動もあるが、3,070人になる。

みどりの資源リサ
イクルステーショ
ンのフェンス工事
の工期は。

6月末に入札を行
い、7月末から8月
上旬には完成し、通常使用を目指す。

病児・病後児保育施設整備費補助金の内容は。

上伊那生協病院に委託している病児・病後児保
育施設「いちごハウス」内のトイレ増設に関する
補助金。
現在保育している部屋が3つあり、１つの部屋に
はトイレが設置されているが、もう１つの部屋
にトイレを増設。

箕輪町みのわ温泉ながた荘
条例の一部改正

令和5年度一般会計補正予算（第2号）

総務
産業

総務
産業

福祉
文教

福祉
文教

今回の上限料金値上げは高付加価値化のためであ
るとのことだが、具体的な内容は。

料理の差別化や、魅力的な宿泊プラン等によりプ
レミアム化を図るもので、差別化のためのガイド
ラインを作成中。

家族風呂利用料について、 1,000円から2,000円
への値上げは 早急に行うのか。

利用者の事情もあり、振興公社で検討中。 

公用車最適台数調査業務委託の調査会社と内容は。 

調査会社は丸紅。年間の利用状況を可視化して適
正台数を算定、 CO2削減のための指針として参考
にする。

委託料110万円の根拠は。

実績業者の見積り価格。

もみじ湖二次交通運営業務委託料の内容について 

中型バスで伊那松島駅から箕輪ダムまでの運区業
務。11月ピーク時の運行予定で、 飯田線の発着
に合わせ往復14便を計画。

議会事務局の会議録作成業務委託料について　　
単年での委託か。

単年契約。次年度以降は音声装置やマイク設備の
更新計画があり、その実施状況により委託するか
決める。 

現 地 確 認
日時　令和5年6月15日（木）
場所　いちごハウス、
　　　みどりの資源リサイクル
　　　ステーション

 3 日 議会活動活性化委員会
 3・7 日 広報特別委員会
 23 日 箕輪町議会議員選挙
 24 日 当選証書付与式
 30 日 消防団春季訓練

 11 日 町の交通安全人波作戦
  11 日 5 月臨時議会
 19日 一般国道153号線・
　　　　伊那バイパス期成同盟会総会
 24 日 議会運営委員会
 25 日 初当選議員研修会
 29 日 定例協議会

 2 日  町村議会議長会総会
 5 日〜19 日　6 月定例会
 16・21・28 日　広報特別委員会
 19 日 退任議員感謝状・記念品贈呈式
 27 日 伊那中央行政組合　６月臨時会

Q Q

Q

Q
Q

Q

Q

Q

Q

A A

議員 役場担当Q A

A

A
A

A

A

A

A

議会活動日誌 活動の一部を紹介します

4月 5月 6月

審査のなかみ 　委員会で審査された内容
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一
般
質
問 一般質問とは

一般質問を動画でご覧いただけます
※視聴にはQRコードリーダー（アプリ）が必要です。
※動画視聴には通信料が発生しますので、Wi-Fi等の利用
を推奨いたします。

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

知って
る？ みのわまちのいいところ

およそ半世紀を経て
リニューアルされる博物館
　「これからの町の発展のためには歴史をしっかり把握する
必要がある。」と考えた人々の熱意により、昭和49年（1974）
11月に箕輪町郷土博物館が開館しました。以来約半世紀、
郷土の資料を収集・保存・展示・研究する施設として町の皆
さまに親しまれてきました。約50年が経過して施設の老朽化
が進んだため、耐震補強工事を中心としたリニューアル事業

を実施しています。リニューアルオープンは令和6年秋の予
定とのこと。新しい博物館も楽しみですね。

中山遺跡出土の土偶型土鈴
　松島の中山遺跡（箕輪中学校敷地内）から出土した縄文時
代中期（今から約5,500年〜4,500年前）の土偶の形をした
鈴が展示されていました。
　高さは4.3㎝で、頭部には目や
口や髪の毛などが表現されていま
す。胴部が鈴に
なっていて、左
右に振ると、カ
ラカラと小さな
音がします。

改修前の博物館建設前の博物館敷地

箕輪町の〝いいところ〟があったら教えてね。
 gikai@town.minowa.lg.jp

傍聴席

土偶型土鈴（実物大）

縄文時代の人々
は何を思ってこの
鈴を鳴らしたの

でしょうか？

議
員
13
人
が
町
に

質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

町政の
ここが
聞きたい！

どなたでも
自由に傍聴
できます

一般質問　町政全般にわたり町長やその他の
執行機関に対し、状況や方針、報告や説明
などを、各議員が自由に質問して回答を求
めるもの。

事前通告制　議会を能率的にするため、質問
の内容は事前に「通告書」として提出します

質問時間　制限時間ひとり55分
質問方式　一問一答方式です
質問順　くじ引き

カラッ

カラッ

主な質問 議員 ページ
ジェンダー平等に関する啓発活動は 小口　智世 ７
町民体育館の耐震・機能強化事業はどう行う 中村　政義 ８
新図書館建設にむけての現状と取り組みは 平出　広志 ９
少子化対策  プレコンセプションケアの推進を 北野めぐみ １０
高齢者福祉計画は順調に進んでいるか 中澤　清明 １１
町教職員住宅の利活用の促進を 入杉百合子 １２
職員の半強制的な消防団の加入を促していないか 上田　　学 １３
戦争への不安に応え今こそ中学生を被爆地に 岡田建二朗 １４
不登校支援の民間受け入れ施設との連携を 中野　友美 １５
公共交通の今後について考えは 白鳥　真吾 １６
6月2日に発生した豪雨の対応状況は 寺平　秀行 １７
ゼロカーボン推進、経過と進め方について 南　　朋子 １８
電力の地産地消と地域新電力会社協定は 小出嶋文雄 19

お待ちし
て

います！

質問順に掲載

4.3cm
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町長

議員 長野県パートナーシップ制度
が今年8月から施行され、箕輪町
でもそれに準じた制度ができると
聞いた。差別意識が残ったままだ
と、当事者の方が安心して制度を
使えない恐れがある。啓発活動を
どのように行っていく予定か。
町長 町のパートナーシップ届出制
度を制定したいと思っていたが、
まずは県の届出制度を使う予定。
県に届出をして認定されたら、町
の行政サービスの適用を実施する
ことになる。性の多様性について
の人権講演会、女性活躍井戸端
会議の模擬議会などを通じて、啓
発活動を進めてきた。引き続き情
報提供や啓発活動を進めたい。
議員 男女共同参画についてもま
だまだな状況。普段当たり前になっ
ているジェンダーバイアス（性別役
割に関する偏見）に敏感になるには
啓発が必要。町長自ら、差別をな
くす覚悟と発信を。
町長 この問題は、女性の問題と
いうよりは男性の問題。意識改革
を進めるためにアンケート調査をす
るなどして、何とか形式的ではな
く実質的なジェンダー平等になる
方向性を探りたい。

  学校の熱中症予防・対策

議員 全国の学校で年間5,000件
もの熱中症事故があると聞く。小
中学校での熱中症予防・対策は。
教育長 毎年、文部科学省と長野
県教育委員会から「学校教育活動

等における熱中症事故の防止」とい
う依頼が来る。その内容（水分・塩
分補給、空調の整備、帽子の着用
の指導等）を校長会などで伝えてい
る。町内の小中学校に、合計96本
の経口補水液を備え、熱中症チェッ
カーの整備も行っている。

  学校教育のあり方

議員 不登校児童生徒が安心して
教育を受けられるような環境は整
備できているか。
教育長 中学校を例にすると、町
の中間教室、ステップルームなど
を設置。オンラインで授業のライ
ブ配信もできる。
議員「友だちにいじめられた」、「男
性の先生の怒鳴り声が怖い」など、
不登校の子どもにとって、学校は
安心安全な場所ではない。学校に
戻すことを目的としているのか。
教育長 基本的には学校に戻って
もらいたい。ただ、それを強く出
すと苦しくなってしまうので、それ
ぞれの子どもさんの状況に応じた
対応が大事だと考える。　
議員 「学校には行かなければなら
ない」という社会的規範が、親も

子ども自身も苦しめる。学校に戻
すことではなく、その子のありのま
まが認められることを目指して、
学校に行かないことも一つの選択
肢として、民間の居場所や勉強場
所を活用してはどうか。　
教育長 学校に戻って欲しいという
気持ちは持っていても、強制しな
い。子どもさんと話をするなどしっ
かり対応していきたい。
議員 教室に40人弱がぎゅうぎゅ
う詰めで先生の授業を聞き、テスト
で評価するという画一的な教育は
限界がある。昨日「夢見る校長先生」
という映画の自主上映会に行って
きた。自己肯定感を育める教育に
ついて、保護者や子どもも巻き込
んで話し合う機会を設けては。
教育長 画一的な教育は過去ずっ
と続いてきたが、今は変革の時期
に来ている。箕輪中の制服を子ど
もたちでつくることも始めている。
ぜひその映画を観たい。子どもが
主体となって取り組む授業づくり、
地域に根差した「箕輪学」を推進
し、新たな時代に対応した教育に
していくことができるように取り組
みたい。

ジェンダー平等に関する
啓発活動は

実質的な平等の可能性を探りたい

涼しい服装

日傘・帽子

水分補給

日陰を利用

熱中症を防ぐために必要な物

フィンランドの教室

小
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 議員

第85号　2023.8.1　　7



町長

議員 町民体育館の耐震・機能強
化事業はどう行うのか、工事期間、
体育館への立入りが不可となる。
定期利用者の代替調整をどのよう
にするか。
町長 長野国体に向け、町の施設
をフェンシング会場として活用でき
るか検討を重ねる中、フェンシン
グ競技については、国際開催基準
がピスト8面を設置可能な体育館1
つとされており、複数会場での開
催が可能か提案、昨年の中央競技
団体の正規視察を経て、正式承認。
経過を踏まえ、町体の耐震改修と
アリーナ増設を行う。工事期間中
の定期利用者の措置は、社会体育
館・藤が丘体育館への割り振り、
そのほか各学校の体育館、また文
化センターや交流センターの活用
も検討。すべての定期利用団体が
最低限、週一回の活動ができるよ
う考えている。
議員 町民体育館改修後の観覧ス
ぺース、車椅子利用者への対応は。
町長 2階からの観覧は大変難し
く観覧スペースとしては不向き
で、1階アリーナの中に観客ス

ペースを設ける。車椅子利用者
の方には、出入口や多目的トイ
レに近い場所で観覧いただける
よう配慮。
議員 長野県国民スポーツ大会
フェンシング競技参加者、宿泊
施設の確保は。
文化スポーツ課長 町内の宿泊施
設の部屋数では不足。岡谷市か
ら伊那市、駒ヶ根市までの間で
配宿を実施。国民スポーツ大会
の会期は11日間、フェンシング
競技は4日間、特に宿泊施設の多
い伊那市のソフトボール競技と
は、日程の重複がないよう調整。
議員 ホテル等の誘致に積極的
に取り組む計画は。
町長 ビジネスまたは観光とい
う意味でも必要だ。大きな検討
課題である。

  小中学校の現況は

議員 部活動の地域移行の進行
状況は。
教育長 文科省から部活動の方
針として地域移行できるところ

から3年間かけて実施するよう
に、スケジュールが示された。
町教委としては、運動部、文化
部も最初は休日部活から始め
て、平日の部活動についても同
様に地域移行していきたい。指
導者の確保、活動場所、生徒の
ニーズに沿った活動にしていけ
るか。保護者負担の増加。クリ
アしなければならない課題が山
積み。他市町村の様子、情報を
集めプロジェクトチームを実際
にこれから動かして、できると
ころから進めたい。
議員 部活動の地域移行を進め
ていく際、指導時に起こってし
まったけがやトラブルに対する
責任の所在は。
教育長 基本的には、主体となっ
ているスポーツ団体や文化団体
が責任を負うことになる。その
時の状況や活動場所などによっ
ては、責任の所在が明確になら
ない場合も想定される、県の教
育委員会にガイドラインを明確
に提示してほしいという要望を
している。
議員 部活に対しては朝練を取
り止めとなり、今までの生活パ
ターンと異なってきたことで、
生徒への影響はないか。
教育長 朝部活が無くなったこと
で、生徒の生活に余裕が大分出
てきた。登校についても、家庭
でも教職員の働き方改革、負担
軽減という面にも繋がっている。

町民体育館の
耐震・機能強化事業はどう行う

町体耐震改修とアリーナ増設を

改修前の町民体育館

中
な か
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 議員
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町長

  子育て支援施策の
  今後の展開は

議員 4月に設置した「こども家庭
センター」の具体的な今後の取り
組みは。学童期から思春期までの
連携が不足しているのでは。
町長 今回、核家族化等による子
育て中の保護者の皆さんの孤立感
や不安に対して、母子保健と福祉
を一体的に支援するために設置し
た。妊娠から出産、乳幼児期の子
育て世代に伴走していくことが大
切。全体として切れ目のない支援
をすべての子どもや子どもを持つ
家庭にしていきたい。
教育長 子どもたち一人一人が生
涯にわたって人格を形成し、自
立した個人として等しく健やかに
成長できる社会の実現に向けて、
さらに子どもさんや家庭の状況に
対応できるようにしたい。
議員 子ども条例の内容と条例制
定の時期は。
町長 町全体で子どもを産み育て
ることを応援することを目的とす
るための条例を想定している。今
後、児童・生徒、保護者の皆さん
へのアンケートを実施し、意見集
約等を踏まえて、10月以降議会
へ提案する予定。

  スマート行政の
  進捗状況は

議員 役場への申請を全てオンラ
イン対応する取組の現状は。
町長 国の示している子育て・介
護等の27手続きのサービスは、昨
年、国で整備をした「ぴったりサー
ビス」が申請可能となった。町独自
のツールを活用して補助金申請、
アンケート等での整備を進めてい
る。中学校の欠席・遅刻等の連絡
申請では今まで8,566件活用して
いる。11月から保育園の利用申込
をオンラインで可能にしたい。今
後できる限り予約・届け出等のオ
ンライン申請を進めてまいりたい。
議員 生成AI「ChatGPT」の活用
を積極的に行うべきではないか。
町長 けっして生成AIの機能を否
定的に考えてはいない。県と同様
な「ChatGPT」機能を搭載した文
字起こしツールを活用して行く予
定、優れた機能を使っていくこと
には変わりはない。
また、担当課、情報化推進メンバー
で検証を行い、優れた機能をどこ
かの段階で使う方向である。

  新図書館早期実現に
  むけて

議員 町長は、1期目の公約から
一貫して新図書館の建設を掲げて
いる。今回の選挙活動を通しても
多くの町民が切望している。新図
書館建設の現状は。

町長 町長就任後、公共施設の耐
震化、未利用建物の解体、保育園
の建設の事情があり、そこに先に
投資してきた。
図書館の建設を進めていく必要
性があることについて、変わり
はない。
議員 新図書館に求める機能につ
いて。
町長 図書館を取り巻く機能は大
きく変わりつつある。デジタル化
に対応した図書館、居場所、賑わ
いのようなコンセプトを持つ等、
単に蔵書を貸し出す機能だけでは
ないものが出てきている。図書館
の機能を町民の皆さんに理解して
いただく方策も考えていきたい。
議員 新図書館建設に向けたスケ
ジュールは。
町長 博物館、町民体育館の大規
模改修工事が2年後に終わる。大
規模なものが終了する段階でスケ
ジュールを検討していく。
専門家や住民の皆さんを交えた計
画づくりがベターと考えている。

その他の質問
●技術系職員の採用とインフラ整
備部署の兼務の解消について

新図書館建設にむけての
現状と取り組みは

今後スケジュールを検討していく

平
ひ ら
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 議員
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町長

  本年度の防災・減災対策は

議員 コロナ感染症の5類移行をう
け、本年度の地震総合防災訓練の
ポイントは。
町長 基本的な感染対策は取りな
がら、コロナ禍以前のような参加
人数に制限を設けないやり方、各
区におきましては避難所の開設と
運営訓練、避難行動の実施をする。
役場の災害対策本部と各避難所で
の訓練の2本立てて実施する。
議員 マイタイムラインの重要性と
町民への周知は。
町長 町内全戸に配布している防
災ハザードマップの裏面に、いざ
というときに避難するなどのメモ欄
を作ってある。それを家族の皆さ
んで話し合うというように、一段
とレベルを上げなければいけない。
議員 町民の防災リュックを備える
きっかけとして、斡

あっ
旋
せん

や補助は。

町長 ぜひ町民の皆さんには日常
的に使うもの、用意しておかなけ
ればいけないものについてはご準
備をお願いしたい。避難所で使う
ものについては町の責任として準
備しなければいけない。防災リュッ
クについての支援は考えていな

い。むしろ、在宅避難する場合に
必要な物については、考慮に値す
ると思っている。

  帯状疱疹ワクチン接種の
  推進を

議員 帯状疱疹ワクチンの効果に
ついての認識は。
健康推進課長 予防効果の持続性
として、 生ワクチンは5年程度、
不活化ワクチンは9年以上で、不
活化ワクチンのほうも大変有効だ
と考えている。
議員 ワクチンの周知と接種の推進は。
健康推進課長 定期予防接種と違
い、国による接種勧奨がない任意
接種であり、町による特別な助成
を実施していないため、積極的な
周知はしていない。町内の内科系
の医療機関でも事前に相談の上、
予約すれば接種は可能である。も
し町の方に問合せがあった場合に
は、丁寧な説明をしてまいりたい。
議員 ワクチンの助成を。

町長 予防接種法上では規定され
ていないワクチンである。現時点
では長野県の動向を見ると積極的
な活用を考えてはいない。国の状
況待ちというふうに考えざるを得
ないかなと思っている。

  プレコンセプション
  （妊娠前ケア）の推進を

議員 プレコンセプション（PCC）に
ついての認識は。
町長 20歳代の多様な生活方式、
また晩婚化によります妊娠率の低
下でありますとか、若い世代の皆
さんにも重大な病気が発生すると
いうことが出てきているような状
況下において、このPCCについて
は町としても十分ケアをしていく必
要があると改めて認識した。
議員 学校におけるPCC教育の推
進状況は。
教育長 現在プレコンセプションケ
アという言葉を使って直接的な授
業として扱うということは行ってい
ないが、狙いや内容で似通った教
育は保健の授業等で進めている。
議員 家庭・社会におけるプレコン
セプションケアの今後の普及や啓
発の在り方は。
町長 とりわけ若い男女の皆さん
にその必要性を分かっていただく
手法を取らなければいけないが、
実は行政は若い世代と接点が少な
いというのが課題である。そういっ
た意味から、PRの仕方を考えなけ
ればいけない。

少子化対策
プレコンセプションケアの推進を

専門性の高い県の事業にも注目

北
き た

野
の

 めぐみ 議員

防災リュックとその中身

ワクチン助成の全国の様子
出典元：グラクソ・スミスクライン株式会社

ワクチン制作部・ワクチン制作支援
コーディネータの篠原修二氏の作成
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元気体操の様子

町長

議員 高齢者福祉計画では高齢者
が住み慣れた地域で自分らしく暮
らせる体制づくりを基本目標にし
て、医療、介護、生活支援等のサー
ビスが連携し、互いに支え合う地
域包括ケアシステムの確立を目指
すとしていたが
①地域包括ケアシステムの確立は
順調に進んでいるか。 地域ケア
会議等の推進体制は機能している
か。住民や企業は等の役割分担を
果たしているか。
②高齢者福祉計画で謳われた施策
の方向性に沿った事業化、具体的
取り組みはどんな状況か。生きが
いづくりの施策の方向性に就労的
活動支援コーディネーターの配置
を目指すとあったがどんな状況か。
介護予防の推進では介護状態に
なっても重症化しない取組みを進
めるとあったが何をしてきたか。
③高齢者福祉計画見直しにあたっ
て団塊世代の高齢化で増大する介
護需要への対応をどう考えるか。
また高齢者福祉の支え手確保にど
う取り組むか。

町長 ①地域包括ケアシステムに
ついては十分できているかは評価
の分かれるところだが地域やボラ
ンティアによる取組みは一定程度
進んだ。推進体制では地区社協や

地域ケア会議などネットワーク形成
をしてきた。医療、介護、福祉施
設の連携もそれなりきにとってき
た。課題としては高齢者の活躍の
場、特に男性の参加が少ないこと
と在宅での看取りが進んでいない
ことがある。
②公民館活動、住まいの問題、暮
らし方の問題、生活支援の充実等
に取り組んできた。介護予防では
総合事業に力を入れ、いきいき体
操、いきいき塾、ふれあいサロン、
口腔ケア、栄養指導などで対応し
ている。
③介護需要の増大、支えての確保
は今回計画のポイントだが、全国
的課題で非常に難しい問題と思っ
ている。

  今回の町議選について

議員 8年ぶりに選挙戦になって町
民に投票の機会が与えられたこと
は大変良かったが、投票率が極め
て低かった。
①投票率が低かったことの所見は。
②直前まで定数割れさえ危惧され
ていたが一転選挙戦になった。こ
の経緯についての所感は。
③議員のなり手不足について感じ
ている点、議会に期待する点は。
選管委員長 ①過去最低の投票率
で残念であった。原因としては若
年層で低かったこと、候補者が出
なかった地区で低かったこと、町
の事情や施策への関心が希薄に
なっていることなどである。

②突然の選挙戦で候補者の訴えが
有権者に届かなかったのではと思
う。議員に立候補するときは早く
から有権者に目標や公約を訴える
ことが望ましいと考える。
③議会の運営、身分や報酬、選挙
の負担など課題は多岐にわたってい
るが議会や町の取り組みを積極的
に発信することも必要と考える。

  ふるさと納税について

議員 みのわの実5月号にふるさと
納税の特集記事が出ていたが、増
えたことで町や返礼品事業者がど
んな恩恵を受けているのか全く見
えない。
①急増した要因として登録事業者
の増加となっているが、町の姿勢
が変わったのが一番の原因ではな
いのか。
② 令 和4年 度 に 寄 付された5億
700万円のうち町のお金として使
えるのはいくらか。
③他市町村に出て行っているふる
さと納税の影響は。
町長 ①返礼品の拡大とポータルサ
イトを増やしたことが要因で、町の
姿勢を軌道修正したつもりはない。
②返礼品等の経費が約2億4千万
円で残る2億6千万円が町の財源
になっている。
③1,099人が寄付していて金額は
8,149万円だが、町の収入減少分
の75%が普通交付税措置されるの
で実質的な収入減は25%で1千万
円弱である。

高齢者福祉計画は
順調に進んでいるか

課題はあるが一定程度進んだ

中
な か

澤
ざ わ
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き よ

明
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 議員
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町長

議員 教職員用住宅「メゾンみんな
のわ」の利用が減少している理由
と、現在の利用状況は。
町長 単身用と世帯用がある。世
帯用は長期の体験住宅、大正大学
の学生さんに活用で、利用形態を
変更している。単身用は、令和2
年度が4人、令和3年度が2人、令
和4年度は0人、令和5年度1人が
入居している。他のアパート等が
充実してきていることもあり、教職
員住宅としての役割は終えつつあ
ると感じている。
議員 利用が減少して空き家状態
なのはもったいない。何か別の利
活用をするべきでは。
町長 まずは教育委員会の中で現
在の利用実態から見て、教職員住
宅としての役割が終わったかどう
かの判断をいただき、今後不要と
あれば、行政財産か、普通財産に
切り替えていく。 行政財産として
使用する場合は、一つは福祉的な
要素の中で、住宅的な要素で考え
たい。また、起業・創業を考えて
いる方々に対するスペースの貸与
も考えられるので来年度に向けて
検討させていただきたい。

  未婚の増加に注視して
  対策を

議員 少子化の大きな要因は未婚
者の増加と言えるのではないか。
深刻な少子化は非婚化が原因と思
われるが町長の所見は。
町長 結婚は個人の問題で行政が
どこまで介入できるか難しい部分
がある。町内の婚姻数は昨年百組
を下回り、婚姻率が下がっている。
長く働く方が多くなったり、働き方
が変わってきている中で、経済的
な部分も非常に大きいので、そん
なところに行政として手を入れて
いかなければと思っている。

  奨学金返還支援補助金の
  充実を

議員 大学生のU・Iターンを増や
すために、奨学金返還支援補助金
のさらなる増額と周知の強化を。
政策調整担当課長 U・Iターンし
て、上伊那区域内で就職した方に、
年間の奨学金の一部を補助するも
ので補助率は2分の1、年間の額
にして15万3,600円を上 限とす
る。 令和4年に7人の新規申請が
あり今年度は既に15人の申請を受
けていて、うち13人が女性。 近
隣市町村と比較して町の補助金の
内容は充実しているほうだと思う。
周知については今後研究したい。

  AI・チャットGPTの
  活用は

議員 AI・チャットGPTの効果的な
活用の検証と方向性は。
町長 推進員の皆さんが活用して
課題が解決しているという判断に
なれば解禁し、県の動向が7月に
出てくるのでそこで判断したい。

  伊那松島駅トイレ
  建設事業の現況は

議員 伊那松島駅のトイレの工事が
なぜ長期間手つかずのままなのか。
町長 調整の内容が、駅利用をし
ているJRの問題と駅前駐車場が県
有地で、県の土地の利用の問題と
交通事業者との調整がなかなか届
かない。しかし今回、ほぼ調整が
できそうなので、できる限り早く実
施計画に基づいた対応をしていき
たい。

町教職員住宅の利活用の促進を
来年度に向け検討したい

入
い り

杉
す ぎ

 百
ゆ

合
り

子
こ

 議員

「メゾンみんなのわ」 伊那松島駅トイレ整備予定地
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副町長

  少子高齢化対策

議員 伊那市、南箕輪村、辰野町
ではなく、なぜ箕輪町へ移住する
のか。そのメリットは。
町長 上伊那地域の中の競争にあ
まり目を奪われてはいけないとい
うふうに思っており、上田議員の
お尋ねした議論は差し控えさせて
いただく。ただ一方で、上伊那の
市町村の施策がどんなレベルにあ
るのかということについては、常
に注目もしている。

  消防団員の確保

議員 15年以上も議会でも言われ
続けていて町長自身も組織を見直
さなければいけないと言っていた。
何をどのように見直されたか。
町長 毎年行事の見直し、令和元
年から操法大会の中止、機能別消
防団の制度の導入、報償金、年
間報酬の増額を行った。
議員 それによって団員数がどのよ
うに変化したのか。
総務課長 平成30年度395人、令
和元年度396人、令和2年度388
人、令和3年度386人、令和4年
度375人、令和5年度359人。
議員 役場職員の半強制的な消防
団への加入を促していないか。
副町長 加入をお願いしているが
強制的ではない。

  学校教育

議員 伊那市、南箕輪村、辰野町
ではなくなぜ箕輪町で教育を受け
るのか、そのメリットは。
教育長 5つの小学校、1つの中学
校という、とてもコンパクトな学
校数があり、一緒に取り組める良
さや個別にそれぞれの特色を生か
せる良さがある。各学校の先生が
子供達と一緒に熱心に取り組んで
いる。
議員 気をつけ、前へならえ、休
めは現在どの程度行われている
のか。

教育長 ケースバイケースで行って
いない学校が多い。ただし避難訓
練などでは集団行動の基本として
行う場合もある。休めはほとんど
使わない。
議員 授業開始時の起立、礼、着
席は行われているか。
教育長 それぞれの状況によって
違う。
議員 近年、体育座りは体に悪い
ということで廃止されている学校
もあるが箕輪町内は。
教育長 短時間の場合は体育座り
していることが多い。ただ、各校

ともに体形に合わせて座り方を変
えたり、座りやすい座り方につい
ては認めている。長時間の場合は
椅子を利用するなど配慮している。

  交通安全運動

議員 5月11日に行われた人波作
戦の具体的な効果は。
総務課長 地道な広報活動、啓発
活動がドライバーの皆さんの意識
を少しでも変え、交通事故が減少
するような取り組みを今後もしてい
きたい。

  もみじチャンネル

議員 もみじチャンネル業務委託料
の約380万円の金額は妥当か。
町長 見積もりをとりながら過去の
状況も踏まえて契約してる。
議員 具体的な視聴率は。
町長 伊那ケーブルテレビは、視
聴率をとっていないので不明。

  子供の安全対策

議員 通学路内で危険な道に対し
て把握し必要がある場合は町や県
に要望する体制ができているか。
教育長 令和3年度には通学路緊
急安全点検を実施し、現時点で点
検を行った。県が対策することが
必要な箇所は県へ要望を続けてい
る。町でできる箇所については少
しでも進捗するよう対応している。

職員の半強制的な消防団の
加入を促していないか

お願いしているが強制的ではない

上
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教育長

議員 昨年のロシアとウクライナの
軍事衝突を受け、大人だけでなく
子どもたちの中にも未来への不安
や戦争への恐れが蓄積されてい
る。教員時代に被爆地訪問を体験
している教育長だからこそ、この
事業の意義は熟知されているは
ず。1年でも早く事業の実現を決
断すべきではないか。
教育長 子どもたちの１年はかけが
えのない財産であり、被爆地への派
遣事業は町の平和教育として大きな
意義があると考える。来年度の事業
実施に向けて検討を進めている。

議員 被爆地訪問は参加する児童
生徒にとって人生を左右するよう
な意味を持つ。参加できない生徒
も課題を共有できるよう、事前・
事後学習も大切な過程と考える
が、構想は。
教育長 事前・事後の平和学習を
丁寧に行なうこと、まとめや感想
などの発信も含めて一連の流れの
中で位置づけて取り組みたい。

  伊那松島駅公衆トイレの
  早期再開と一日も早い
  仮設トイレの設置を

議員 駅併設のトイレが取り壊され
て1年以上が経過している。セン

ターパークの公衆トイレも撤去され
ており、駅を利用する学生や通勤客、
観光客も幅広く利用できるトイレの
早急な整備が求められるが、事業
着手・供用開始の見込みは。

町長 JR東海と協議し、駅構内に
あったトイレはJRで解体し、新た
に公衆トイレを町で整備する。JR
や交通事業者、県有地等関係者と
の協議が整ったので、できるだけ
早期の事業着手に務めたい。
議員 供用開始までの間、応急処
置として仮設トイレ設置の要望が
強い。工事業者用のトイレでなく、
駅利用者のための仮設トイレの設
置を急ぐべき。
町長 町有地ではないため難しさも
あるが必要性は認識している。関
係機関と調整して検討を進めたい。

  福祉センター利用者の
  細かな要望も、防災交流
  施設の整備に反映を

議員 耐震強度不足から廃止が決
まっている福祉センターの代替施
設として防災交流施設が検討され
てきた。一方で、福祉センターの
利用者からは利用団体ごとの収納
場所の整備など、細かな施設整備

の要望が反映されるのか不安があ
る。利用者とのコミュニケーション
を密に取るべきでは。
町長 これまでも公募形式でワーク
ショップは重ねてきた。 今後も運
営方法など細部を詰めなければな
らないので、利用が想定される皆
さんからの意見聴取も進めていき
たい。

  減少傾向が著しい投票率
  に、議会も町も危機感を
  もって対応を

議員 過去最低の投票率となった
町議選は有権者の半数が棄権して
しまった。議会にも町民との接点
を増やす努力や情報発信の強化が
求められるが、町選管もこれまで
の対策の延長ではなく、選挙制度
の課題について選管で話し合い、
政府に要望するなどの主体的な取
り組みを期待したい。
町長 行政に対する関心低下の反
映であり、町の事業が皆さんに届
いていないかもしれない。危機感
を強めている。
選管委員長 若年層の投票率の低
下は大きな課題だが、子育て世代
になると投票率が上昇する。子育
てや生活への影響が大きくなる世
代を中心に、SNSの活用も含めた
政治参加を促す施策を検討してい
きたい。
その他の質問
●通学路に隣接する農地等の畦

けい
畔
はん

管理について

戦争への不安に応え
今こそ中学生を被爆地に

来年度からの実施に向けて調整中
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 議員

平和記念公園で被爆者の証言を聞く生徒

トイレが撤去された伊那松島駅
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教育長 情報共有し連携していく必要あり

議員 不登校支援は、公的機関以
外のボランティアによる民間事業
体の役割も大きい。「こども家庭セ
ンター」「教育委員会」等の公的な
機関と、子どもの居場所や相談支
援の一端を担う民間事業者との連
携強化を。
教育長「こども家庭センター」がで
き、すぐに完璧な状況でのスター
トができていないが民間との連携
は必要と認識。各受け入れ施設の
設備等ついては、相互利用できる
ように柔軟に対応する。
議員 民間事業者へボランティアで
はなく「委託」や「教育コーディネー
ター」を設置する考えはあるか。
教育長 現時点で「委託」は考えて
いない。まず相談の内容、ニーズ
をしっかりと把握してから。家庭支
援の中で情報を紹介する仕組みは
できている。ただ情報が十分でな
い部分もある。窓口の整理も必要。
民間事業者について、把握できて
いない面はあり、事業者の方が目
指す形、実態を町教委に相談に来
て欲しい。
議員 その他の支援の方策は。
教育長 こども相談窓口の電話番
号を書いたカードを配布した。「こ
どもヘルプデスク」を開設しオンラ

インの相談体制をはかる予定。
議員 不登校になった時、保護者
や子どもに渡せる「居場所マップ」
もぜひ作成を。

  保育士の処遇改善を

議員 子育てに関わる経済的支援
や育児相談などの充実に伴い、正
規職員は27%しかいない状況で、
十分に現場職員の声が検討され、
負担は把握されているか。
町長 保育園側の理解を得なけれ
ば制度変更はできない。皆さんの
意向を聞き実施が通例。
議員 働き方改革という言葉が先
行し、自宅で作業する無償労働の
現実をどう思うか。
町長 公務に携わる者の使命で、
子どもや親のためにプラスになる
ならば、しのいでほしい部分もあ
る。しかし、負担の増大は避けな
ければと思う。
議員 年度予算以外に保育士自己
負担になっているイベントの準備
経費・消耗品の考え方は。
子ども未来課長 運用方法を見直
す。保育士の負担軽減、モチベー
ションと、質の向上を期待する。

  地域おこし協力隊の
  評価は

議員 令和4年度報告会を聴いて
の所見は。

町長 日頃の活動は、行政の守備
範囲を超えて、活動をしていると
思う。課題は、地域の中に入り込
めなかった隊員による個人差や、
隊員の描くライフプランの実現と、
活動にズレが生じやすい制度。実
際の成果として、具体化できてい
るかというと、一部そうでないも
のもある。
議員 今後の活用方針、評価基準
は。
町長 活動評価はないが設ける必
要がある。現在は活動提案型で役
場の席に座っての業務ではないが

「行政補完型採用（役場会計年度任
用職員）」もあってもよい。
議員 月額報酬以外の活動費1人
200万円について、総計で54.6%
が住宅費、自己車両費での使用だ
が適正か。
企画振興課長 適正だが、 令和5
年度より「条件説明書」で上限を設
け判断。
その他の質問
●福祉事業委託先の人事状況につ
いて

不登校支援の
民間受け入れ施設との連携を 中

な か
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町長

議員 みのちゃんバス、町内定額
タクシーを含めた箕輪町における
公共交通の今後について考えは。
町長 公共交通はある程度必要だ
と思う。みのちゃんバスをどうして
いくかという議論は必要だと思っ
ている。町民の皆さんが使いやす
い、また、お金のかからない、運
行経費や車両の経費など財源も含
めて考えていく必要がある。

  町内定額タクシー
  周知の方法は

議員 デマンド型タクシー実証実験
の時に、登録者・利用者が伸びな
かったのは、周知の方法が原因の
1つではないか。「みのわの実」と
一緒に配布をされるチラシのほか
に検討しているか。
町長 タクシー事業者などと調整
が整い次第、8月には全戸にチラ
シを配布する。また、敬老会など
にお呼びいただき制度の周知をし
ていきたい。
議員 ふれあいサロンなどで説明
や登録をしていただくことも検討
を。
町長 いただいた提案を含めて、

高齢者の皆さんがお集まりになる
場所は有効だと思う。検討をさせ
ていただく。

  教員の勤務実態は

議員 4月に文部科学省から教員
勤務実態調査(速報値)が公表さ
れ、前回調査より勤務時間・残業
時間ともに減少したが、国が残業
時間の上限としている月45時間を
超える割合が小学校では64.5%・
中学校では77.1%。過労死ライン
と言われる月80時間を超えている
可 能 性 が ある割 合は小 学 校で
14.2%・中学校で36.6%と、高い
状態が続いてる。町内で勤務され
ている先生方の勤務実態は。
教育長 令和4年4月から7月の数
値で、月平均45時間を超え80時
間未満は小学校で51.6%・中学校
で57.4%。 月平均80時間を超え
る割合は小学校が9.5%・中学校
で10.6%になっている。町内は低
い数値になっているが、依然とし
て時間外勤務が多くなっている。
減少傾向ではあるが、行事等を含
めて、業務の状況にもより一概に
は言えないが、まだまだ多いと思っ

ている。
議員 残業時間の削減について取
り組んでいることは。
教育長 自宅でも学校でも使える
校務用パソコンの活用を進め、会
議の時間については職員会議を減
らすなど、取り組んできている。
学校と教育委員会が一緒に取り組
んでいる状況である。

  学校給食費無償化に
  ついての考えは

議員 現在の物価高騰が続く中、
給食費の納入が大変だという方も
いる。保護者の皆さんの経済的不
安を軽減できる1つに、学校給食
費の無償化がある。給食費の無償
化を実現してほしいという声も届
いている。無償化について考えは。
教育長 負担という点で考えると、
無償化ということも検討の一つに
なる。学校給食法では、設備など
の経費以外は給食を受ける児童・
生徒または保護者が負担すると
なっている。そういったところを検
討していく必要がある。
町長 国の少子化対策の中でも議
論が始まっている。そちらの考え
も見ていく。経済的負担の軽減策
の次の一手をどうするか議論はや
はりある。 給食費だけではなく、
どの分野でどの程度経費がかかる
のかという事を議論の中で決めな
いといけない。国の改善を待ちた
いと思う。

公共交通の今後について考えは
公共交通はある程度必要
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役場前から各コースへ
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町長

議員 6月2日に台風2号の影響に
より西日本から東日本の広い範囲
で大雨が降った。静岡など6県で
は局地的に豪雨をもたらす線状降
水帯が発生した。また、長野県で
は箕輪町を含む南部でも大雨が
降った。この大雨の影響とそれに
対応は。
町長 大きな被害はなかったが、
町内では側溝に水が溢れたり、土
砂が堆積するなどの事案が20件
報告された。特に福与・三日町地
区では降水量が多く、吉田ヶ沢が
氾濫し、のり面の崩落や農地の崩
壊がいくつか確認された。幸いな
ことに、人的な被害や家屋の被害
はなかった。土砂崩落現場につい
ては、現在関係機関や関係者と協
議し、対応策を検討している。現
在は梅雨の時期であり、台風の可
能性もある。豪雨時の状況は予測
がつかず、いつ起こるか分からな
いため、対策には十分な配慮をし
ていきたいと思っている。

  学校の役員選挙の運営は

議員 選挙の啓蒙では若いうちに
選挙に積極的に関与することが重
要だ。現在小中学校の役員選挙は
どのように運営されているのか。    
教育長 小学校や中学校では、実
際の選挙を意識して実施している。
選挙管理委員会から投票箱と投票
記載所をお借りして実施している。
Forms（Googleフォーム）を使っ
た電子投票も行われている。

  森林管理の方向性は

議員 森林管理について現状と取
り組み、今後の方針は。
みどりの戦略課長 今年度、森林
ビジョンを策定する予定である。
箕輪町の全民有林について、今後
50年を単位として、森林政策の
方向性や優先順位について検討
し、具体的な取り組み方を明らか
にする計画である。このため、令
和4年度に森林ビジョン策定のた
めの事前調査を行った。調査の結
果、町の面積の6割以上を占める
民有林の管理が中長期的な課題と
して挙げられた。里に近い森林や
林道に面した森林は収益性が高
く、林業に適していると考えられ
る。町の方針としては、収益性の
高いエリアには経済林として手を
入れ、効率的な作業を行いたい。
また、産業リスクの高いエリアに
ついては、適切な管理と災害リス
クの除去を優先し、危険性を低減
する努力を行う。また、森林の集
約化や所有者の連携を通じて、経
営管理制度や木材生産以外の活用
方法についても検討する。

  中高年ひきこもりの
  対応は

議員 先日、長野県が「今後のひき
こもり支援のあり方取りまとめ」
という報告書を公表した。県の調
査によると、ひきこもりの年齢層
では、40歳以上の中高年が全体
の63.1%を占めていることが分
かった。ひきこもりの原因は、はっ
きりと分かっていないケースが一
番多く32.7%だった。これらの複
雑な問題に取り組むため、箕輪町
では重層的な相談体制の構築に力
を入れている。具体的な中高年ひ
きこもりの現状や取り組み、そし
て重層的支援体制の進捗状況は。
町長 ひきこもりについては、ま
だ町内の実態が明らかになってい
ない部分があるので、調査を行う
必要性を感じている。重層的支援
体制の整備はまだ始まったばかり
だが、関係機関との協力や意見交
換を通じて包括的な支援を行うた
めの体制整備が進められている。
現在も連携が行われており、問題
点を絞り込み、アウトリーチ活動
を行えるようにしていきたいと考
えている。ひきこもりの実態把握
をしたい。

その他の質問
●町議会議員選挙について
●常会の未加入について

6月2日に発生した
豪雨の対応状況は

土砂崩落等20件、対応策を検討

寺
て ら

平
だいら

 秀
しゅう

行
こ う

 議員

森林と共生する箕輪町
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町長

議員 計画決定の経過は。
町長 2021年7月から町地球温暖
化対策特別委員会で調査研究、パ
ブコメ、温暖化に関する住民アン
ケート。環境省の再エネ推進交付
金受理により事業化した。
議員 加速化事業計画として公共
施設をモデル事業に進められてい
るが、町民の意見は十分に取り入
れたといえるか。
町長 国・県を挙げて実施する方
向、決して間違った方向ではなく
必要と認識。
議員 プランについてはもっと色々
な考え方があるのでは。知らない
うちに、こうした計画がなされたと
の声を多く聞いている。パネル設
置のために、文化センター花壇草
花の撤去が通告されたとの苦情が
きている。まだ計画段階なのでは。

町長 通告したことは事実。その
場所以外が可能か検討したい。
議員 保育園との境目でもあり、
園児の情操教育の観点、景観的に
も設置の撤回をお願いしたい。
観光客・移住者は自然や景観に魅
力を感じて来町する。製造過程に
多くのCO2を排出し、数十年後に
はゴミとなるパネルを増やすので
はなく、じっくりと時間をかけて、
人工石油や水素自動車など日本企
業の技術、温泉バイナリー発電な

どを検討してみるのはどうか。
議員 再エネ発電施設の設置・管
理に関する条例制定の考えは。
ゼロカーボン推進室長
県が条例化の予定。
議員 辰野町小野で、申請義務の
ない分割案件により木が伐採され
てしまった。そうした際の対策は。
町長 今までそうした事例や大きな
問題がなかった。ガイドラインの
効果だと思っている。
議員 すぐ隣で起こったことで危惧
している。警戒してほしい。

  郷土博物館の改修、
  エレベーターがない

議員 メイン展示は2階なのにエレ
ベーターがない、外付けは可能の
ようだが。
町長 改修の限界、補正予算の中
での検討も踏まえ実施はしない。
議員 不特定多数者の利用を阻
む。バリアフリーは必要最低限不
可欠。簡易昇降機も考えられるの
では。また、3億以上の予算があ
るのなら新設もできるそう。今後
改修予定の図書館と複合施設化し
て、中身をより活用されるよう試
みてはどうか。縄文ブームでもあ
り、観光客も呼べると考えるが。
町長 公共建築物を新たに作るこ
とは基本的にはしない。
議員 要は財源。ゼロカーボンに
は使えて、図書館・博物館に使え
ないのはなぜ。未来の子どもたち
にツケを回すことはしないで。

  花桃街道、
  通学時の安全確保

議員 通学時のスクールゾーン速
度規制、または減速ハンプの設置、
スピード抑制効果のある塗装など
はできないか。
町長 まずは歩道設置。速度規制
の提案は、公安委員会・長野県伊
那建設事務所に話していきたい。
住民ボランティアの力はありがたい。

  下古田の沢の保全
  小さい区への支援策

議員 7つの沢の保全工事など、
住民負担がとても大きい、町の支
援は。
町長 町の限界。地域でお願いし
たい。
議員 豪雨災害の増加は、気候変
動やCO2だけの問題ではなく、里
山の暮らしが廃れたことも一因で
は。土地や川が塗り固められ、保
水力を失っている。対処療法的な
土木工事も必要だが、未来を見据
えた長期的な視点で森林整備を考
えて。間伐して燃料にしたり、広
葉樹の植樹など、県外の人や子ど
もたちも巻き込んだイベントやプロ
ジェクト化するなど。 農水省も有
機農業にかじを切った。安全な食
料で自給率の向上を図り、健康で
豊かな、医療費をかけない箕輪町
を目指しては。
町長 できることには限度がある。
議員が活躍していただきたい。

ゼロカーボン推進、経過と
進め方について

喫緊の課題、重要政策に位置づけ

南
みなみ

 朋
と も

子
こ

 議員

草花の撤去を通告された花壇
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町長

議員 電力の地産地消を行うため
に、地域新電力会社を選んだ経緯
は。
町長 箕輪町における非FIT太陽
光発電施設の余剰電力の買い取
り、町の公共施設及び事業所等へ
実質CO2フリー地産電力の供給、
将来的出資等に関して丸紅伊那み
らいでんき株式会社と連携協定を
締結した。
上伊那クリーンセンターで発電し
ている電気の買い取りや、伊那市
も出資してゼロカーボンを進めて
いる。
議員 電力の地産地消の量は。
町長 町内の既存家庭の非FIT余
剰電力を買い取ってもらい、まず
は子育て支援センターへ供給して
もらう。年間7,200kWhの電気使
用を見込んでおり、CO2削減量と
しては年間約3tを見込んでいる。
今後補助事業を利用して既存住宅
への太陽光発電装置の設置を増や
し、保育園などへの供給を拡大し
ていく。
議員 出資のメリットは。
町長 太陽光発電による電力を地
域内での循環をしていくため手段
としてこの地域新電力会社が一番
効率もよく、実際動いており、協
力関係をつくっていくことが事業の
進展に役立つ。

  みのわメイトの
  地域連絡手段活用は

議員 緊急情報を含めた町からの
みのわメイトを使って配信している
が、みのわメイトへの登録状況は。
総務課長 令 和5年5月末 時 点で
8,081人が登録。20歳以上の約4
割が登録している。
議員 みのわメイトによる地域内の
情報伝達や地域やグループなどの
コミュニケーション手段としての活
用を推進すべきと思うが、現在の
活用状況は。
総務課長 みのわメイトによる各区
からの情報発信を使っている区は
7区で、区や公民館の分館の行事
のお知らせのほか、防災訓練での
活用も増えている。だれでも自由
にグループを作って常会の中の連
絡網としての利用、配布物や回覧
をデータで共有するなどの取り組
みも進んでいる。
これからも地域の皆さんなどの集
まりなどで説明をして拡大したい。

  竜東線中村信号機交差点
  周辺の渋滞対策は

議員 竜東線中村信号機周辺の渋
滞は、通勤時間帯には2時間以上
にわたり南北1キロ以上の渋滞が
続き、地域内にも安全上影響が出
ているがその原因と対策は。

町長 竜東線の交通量は全体とし
ては少し減少してきているが、朝
晩の渋滞の状況は変わらない状況
であり、通勤車の集中が渋滞の原
因であり、県などに対策を前から
お願いしているが、なかなか妙案
がないのが現実であり、県に新し
い方策の研究を申し入れたい。
議員 天竜川の対岸の辰野町地籍
に建設中の工場が完成した時には
通勤する従業員数の増加が予想さ
れるが、通勤時の交通渋滞がさら
に拡大しないよう対策を講じるべ
く、企業に対して申し入れするべ
きと思うが。
町長 会社に対して、時差出勤な
ど通勤時間帯の交通量を考えても
らうよう、また通学路の安全対策、
地域の生活者への配慮についても
交通安全協会も含めて申し入れを
していく。

電力の地産地消と
地域新電力会社協定は

非FIT余剰電力の買取りと供給

小
こ
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い で

嶋
じ ま

 文
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 議員

みのわメイトの活用

中村交差点渋滞
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県内各地の神社・仏閣でいた
だける御朱印を集めていま
す。月ごとや季節によって限
定の御朱印もあり、参拝で心
身ともに充実した時間を過
ごすこともできます。同じ趣
味の方とお話ができたらと
思っております。

働く女性・ママの視点で、地域観光協
会などの記事執筆のほか、伝えたい
コト・人・モノ・町の制度紹介などの
SNS発信が人気です。
イベントの企画や、参加が大好きな
ので、取材中の私に会ったらぜひお
声がけくださいね。

北野
めぐみ

中野
友美

白鳥
真吾

南
朋子

平出
広志

上田
学

小口
智世

私は、子どもたちから
「忘れ物を取りに戻って
くる天才」、「天然」、「値
引き商品ハンター」の
称号をもらっています。
「そこがいいんだよ。」
と笑ってくれる子ども
たちには、教えられる
ばかりです。

写真はペットのパグ
（パルム♀2才）

名前は「空（くう）」。般若心経の
色即是空からとりました。全て
は「空」であり単独で存在して
いるものはありません。全て関
係性の中で存在しています。議
員として日々当たり前でないこ
とを噛み締めて前へ進みます！

私の一番の宝物は健康です。趣味のゴ
ルフはゆったりと流れる時間の中を、
緑のフェアウェイで小鳥のさえずりを
聞きながらのラウンドは私のリラック
スタイム、4年前からはトレーニングや
ヨガを取り入れて楽しんでいます。

移住１年目は交流菜園で野菜づ
くりに精を出し、２年目は空き家
再生に取り組んでいます。初め
ての定例会が終わり、やっと壁
塗り（珪藻土）に挑戦中。

ですです

我が家の癒しの家
族「こむぎ」です。小
さな声で「クゥッ、
クゥッ」と寝息を立
てて寝ている様子
を見ていると、「来
世はこむぎに生ま
れたい」と思えてく
る今日この頃です。

よろしく
お願いします!

はじめまして
議員一年生
はじめまして
議員一年生

みんな のぎかい

新体制でスタートした箕輪町議会のス

タート号はいかがだったでしょうか？

7人の新人議員と、5人に増えた女性議

員、初議会で町にどんな視点で何を伝

えたかが見所です。この3年間制限を受

けてきた感染症も、5月8日から「5類」

に変更されました。町のイベントも一気

に動き始め活気を感じています。議員

の活動も増え、スケジュール帳が真っ黒

に埋まり驚いています。町民の皆さま

とふれあい、声を聞く機会が楽しみです。

今回から広報委員会メンバーも新しくな

り、全員が新人議員です！議会をわかり

やすくお伝えできるよう努めてまいりま

すので、ご意見等お寄せくださいね。

（中野友美）

編集後記

［議会広報特別委員会］
中野 友美（委員長）　白鳥 真吾（副委員長）
南 朋子　平出 広志　小口 智世

ありがとうございました

釜屋 美春さん
3期12年、生活者の視点からの提

案を心がけ、緊張しながらも充実

した毎日でした。多くの皆様からのご指導・

ご鞭撻に心から感謝申し上げます。これから

も箕輪町の発展と女性や若者が活躍する町を

願って参ります。

木村 英雄さん
この12年間、私なりに行政と住民の

懸け橋の一端を担うことができた

のではないかと思っています。箕輪町は、大い

なる可能性を持った町です。今後も箕輪町発展

のためにお手伝いが出来ればと考えています。

松本 五郎さん
私が12年間議員活動をできたの

も住民の支えがあったおかげで

す。生活相談の中には重大な悩みが沢山あり

ました。議員を退任しましたが、これからは

住民の方々と手を取り合って町の発展に協力

してまいります。

青木 俊夫さん
体調面のこととはいえ、議員を退

任したことは残念でありますが、

支えていただいた町民の皆さまに感謝申し上

げます。これからの議会活動に一町民として

期待しております。

唐澤 敏さん
お世話になりました。良心と責任

感を胸に抱きつつ、住民福祉の向

上を目指して、町政発展のため政策の立案や

形成に力を入れて取り組んできました。皆様

への深い感謝とともに、町議会の健全な発展

を祈念申し上げます。

中澤千夏志さん
令和2年9月と令和3年9月に災害

に強い森林復元のための直根ブ

ロック苗づくり講習会と「環境シンポジウム」

を開催しました。森林火災、台風倒木、クマ

の出没など地域を守る人のつながりの大切さ

を実感しました。箕輪町の発展と安心を祈念

いたします。

6月19日に退任議員の方々に感謝状、
記念品の贈呈式が行われました。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●退任議員のあいさつ
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議会事務局	 電話	0265-79-3187（直）   gikai@town.minowa.lg.jp

議会だよりに関するご意見が

ありましたらお寄せください。


